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⼤林組の宇宙事業概要
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⼤林組における宇宙への取組みの歴史

・1987年：⽉⾯基地構想発表
・1990年：マース・ハビテーション1構想発表
・1996年：宇宙都市構想発表

〜
・2012年：宇宙エレベータ構想発表
・2016年：「宇宙開発に関する事業」を⼤林組の事業⽬

的に追加
・2019年：宇宙をテーマとした研究開発を⾏う未来技術

創造部が発⾜
・2021年〜：国交省、経産省、農⽔省スターダストプロ

グラムに参画
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―宇宙を使う―

Use the Space

―宇宙に住む―

Live in Space

―宇宙へ⾏く―

Go to Space



〜宇宙へ⾏く〜

・宇宙エレベータの研究開発
カーボンナノチューブのISSでの宇宙曝露実験
クライマー（昇降カゴ）の開発
⾃然現象（⾵、雷など）の影響を研究

・射場の研究開発
陸上・洋上・空中発射に関する実験実施
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momo打上げ時の騒⾳測定

宇宙エレベータチャレンジカーボンナノチューブ



〜宇宙に住む〜

・⽉・⽕星基地建設
⽉の模擬砂を建材化
空気膜のインフレータブル構造の地下基地
展開構造物

・宇宙・循環型農業
閉鎖型循環施設
循環型農業
宇宙農業

・⾃動・⾃律・遠隔施⼯

6
技研での3Dプリンターによる建屋建設

「COMPACT AGRICULTURE」構想

インフレータブル構造の地下基地現地資材による建材製造



〜宇宙を使う〜

・衛星測位（GNSS）による建機・ドローンの⾃動運転・遠隔操縦
・マルチGNSS地盤変位計測

7⻄⽇本ロボティクスセンター「インキュベーションスタジアム」 地盤の変位計測



「宇宙に住む」への取組み

02

8



9

―宇宙を使う―

Use the Space

―宇宙に住む―

Live in Space

―宇宙へ⾏く―

Go to Space



⽉や惑星における地産地消建設材料の作製

⽉や⽕星の現地資材（砂）を⽤いた建材の製造技術の開発
⽉では、砂を加熱して建材化。⽤途に応じて、レンガのような焼結物やガラスのような溶融物
を温度の変化で製造する。
⽕星の建材製造法として、砂に粘⼟、⽔を加えて、常温のまま圧⼒を加えて製造を実施。
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左：マイクロ波利⽤作製材料 右：コールドプレス法利⽤作製材料



インフレータブル構造

⽉⾯での、放射線、隕⽯、温度差から居住環境を防御するため、地中にインフレータブル構
造の空気膜を埋設し、空気で膨らませる実験を実施。
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宇宙農業への取組み

TOWINGとの共同研究で⽉の模擬砂を⽤いた植物栽培に成功。
⽉の模擬砂から多孔体を製造して、国⽴研究開発法⼈ 農業・⾷品産業技術総合研究機構が
開発した⼈⼯的に⼟壌化を⾏う技術を活⽤し、多孔体を⼈⼯⼟壌化し、有機性廃棄物を⽤い
てコマツナの植物栽培を⾏った。
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宇宙農業への取組み２

明治⼤学との共同研究で、微⼩重⼒
下での⼟壌中の⽔分の挙動（湿潤速
度・透⽔係数）に関する試験を実施
⽉⾯での⽔分挙動の解明を⽬指す。

13コスモトーレ

落下カプセル



宇宙開発利⽤加速化戦略プログラム
（スターダストプログラム）での
⼤林組の⽉⾯開発への取組み
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国⼟交通省「宇宙無⼈建設⾰新技術開発推進プロジェクト」*

国交省のスターダストプログラ
ムについて、当社は2021年度か
ら、技術Ⅱ建材製造、技術Ⅲ簡
易施設建築の2テーマに参画。
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＊宇宙開発利⽤加速化プログラム
（スターダストプログラム）の⼀環



国⼟交通省「宇宙無⼈建設⾰新技術開発推進プロジェクト」（技術Ⅱ）

⽉資源（レゴリス）を⽤いた
建材製造の技術開発を実施

- マイクロ波とレーザーによ
り加熱し、レゴリスを焼結し
て建材製造する。
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国⼟交通省「宇宙無⼈建設⾰新技術開発推進プロジェクト」（技術Ⅲ）

⾮与圧ならびに与圧
の⾃動で展開する構
造物に関する技術開
発を実施

- 展開構造物のBBM
を製作(2022年度)
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展開構造物BBM



経済産業省「⽉⾯におけるエネルギー関連技術開発（⽉⾯エネルギーシステム
全体に関する技術課題整理）」*

上記事業内の電⼒WG、⽔素WGに参加
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＊宇宙開発利⽤加速化プログラム
（スターダストプログラム）の⼀環

令和３年度宇宙開発利⽤推進研究開発（⽉⾯におけるエネルギー
関連技術開発（技術課題整理））報告書より



経済産業省「⽉⾯におけるエネルギー関連技術開発（⽉⾯エネルギーシステム
全体に関する技術課題整理）」⽔素WG・電⼒WG

・⽔素WGで当社は⽔素製造に関連する施⼯について検討を実施
・電⼒WGで当社は⽉⾯設置発電システム(主に太陽光発電)に関する検討を実施

19令和３年度宇宙開発利⽤推進研究開発（⽉⾯におけるエネルギー関連技術開発（技術課題整理）） 報告書より



農林⽔産省
「⽉⾯等における⻑期滞在を⽀える⾼度資源循環型⾷料供給システムの開発」*

「⼩課題１⾼度資源循環型⾷
料供給システム開発」の内、
⽉の模擬砂、多孔体の製造に
関して担当

20＊宇宙開発利⽤加速化プログラム
（スターダストプログラム）の⼀環
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